
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

県単独農業農村整備事業費補助金1,715,000

1,715,000

5,114,000

1,470,000

3,298,000

1,470,000 1,715,000

2,062,000

6,829,000

計　画

4,768,000

6,830,000

実　績

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001－06－01－03－003－03－03－0

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

補助金 4,768,000

4,768,000 4,768,000

特　記　事　項

特　記　事　項

土地改良施設維持管理適正化事業補助
大正堰整備　2,062,000

6,829,000

補助金2,062,000

金　額

特　記　事　項

6,829,000

土地改良施設の欠損等を原因とす
る災害、事故等の発生件数（単位：
件） ０件 0件

補助金 4,768,000

サブリーダー 熊田彰夫

計
画

鬼怒川東部土地改良区で土地改良施設の堰の改修を3箇所実施します。
改修を実施する鬼怒川東部土地改良区に町が補助金を交付します。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名

細　節

補助金

土地改良施設改修整備事業

実
績

担当部課 建設産業部　産業課
担　当 農業担当

財
　
源

鬼怒川東部土地改良区で堰改修（井沼川　親堰）を県単独農業農村整備事業により実施しまし
た。
また、鬼怒川東部土地改良区で堰改修（市の堀用水　飯室第２堰、廟所前堰、大正堰）を土地改
良施設維持管理適正化事業により実施しました。
町は補助金（県単事業：20％、適正化事業：25％）を交付しました。

どのような成果が現れます（現れました）か？

当該事業により農業生産基盤を維持することで、農産物の生産性と安定供給が確保されると共に、
農村の豊かな自然環境、美しい景観、防災機能ガが保全されます。特に、この事業によって、防火
用水等の確保に繋がり、安全・安心なまちづくりとなるものと期待できます。

当該事業により受益地の農業生産基盤が維持され、農産物の生産性と安定供給が確保されると共
に農村の豊かな自然環境、美しい景観が保全されました。
また、災害、事故等の発生が未然に防止され、安心･安全なまちづくりにつながりました。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額


